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イ ン ド ナ ガ エ ン マ ム シ Platylister (Platylister) 
atratus (Erichson, 1834) は，国内では従来，伊豆諸
島三宅島および八丈島（平野，1988），九州，屋久
島以南の南西諸島から知られ，本州からは未記録
であった．しかし近年，インターネット上で都内
からの記録が挙げられており，国内外来種との疑
いが浮上している．品川区都立林試の森公園では，
インターネット上の情報では 2012 年秋ごろにすで
に確認されている．

筆者は 2013 年に，上と同じ林試の森公園内に
て，ネット情報とは別に本種と思われる種を写真

撮影した．またこのたび，国立科学博物館附属自
然教育園（同港区白金）の生物相調査の過程でバ
ナナトラップによって本種１頭を採集しているの
で，以下に報告する．なお，後者の標本について
は，北海道大学総合博物館の大原昌宏教授によっ
て，本種と確認された．

＜写真撮影・採集データ＞
1 ex., 東京都品川区都立林試の森公園，14. x. 

2013, 筆者撮影．
1 ex., 東京都港区白金，国立科学博物館附属自然

教育園（バナナトラップによる），7–15. vii. 2017, 

図1．A, 林試の森公園内の本種発見ポイント（黄矢印）；B, 林試の森公園で発見されたインドナガエンマムシ；C, 自然教育
園の景観；D, バナナトラップの設置状況（黄矢印）．
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図2．A, 自然教育園で採集されたインドナガエンマムシ；
B, 同左個体のラベル．

筆者採集．
末筆ながら，インターネット情報について示唆

いただいた，川越市の亀澤洋氏，およびインドナ
ガエンマムシの同定をいただいた，北海道大学総
合博物館の大原昌宏教授に厚く御礼申し上げる．
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【短報】石川県におけるダンダラテントウの初記録
ダンダラテントウ Cheilomenes sexmaculata は，国

内では本州，四国，九州，南西諸島に分布する体長
3.7 ～ 6.7 mm のテントウムシ科の種である（坂本，
2018）．本種は気候の温暖化に伴い分布域を北上さ
せている可能性が示唆されており，関東と北陸地
方が国内分布の北限とされている（Kawakami et al., 
2014）．筆者はこれまで未記録であった石川県にお
いて本種を発見したため，県初記録として報告する．

報告に先立ち，本種の分布についてご教示いた
だき草稿をご校閲いただいた大阪市立自然史博物
館の河上康子氏，仲介の労を賜った石川県ふれあ
い昆虫館の福富宏和氏に深謝申し上げる．

1ex.，石川県白山市若宮 1 丁目 若宮公園，18．
IX．2018，渡部晃平採集・保管（図 1）．

北陸地方における本種の記録は，福井県福井市
において 1984 年に採集された個体が報告されてい
る（田中・佐々治，1992）．その後，石川県内で実
施された 2015 年の調査において本種は発見されて
おらず（河上氏私信），福井県の記録から約 34 年
を経て石川県から発見されたことになる．

本種は緯度が高い地域ほど黒色部が広い個体の出
現頻度が増加することが知られている（Kawakami et 
al., 2013）．今回発見された個体は Sasaji & Akamatsu 
(1979) ，Kawakami et al. (2013) が報告したグループ
G に分類される色彩をしており，緯度が高い地域に
出現する個体の特徴が表れていた．本記録は国内分
布の北限記録であるため，今後の動向を注視する必
要がある．
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図1．石川県産ダンダラテントウ．


